
　
俳
　
句	

　
　
　
　
　

横

山

容

子

選

ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
入
口
飾
る
ゴ
ル
フ
場　
　

野
間
繁
子

藤
の
実
や
は
る
か
に
眺
む
瀬
戸
の
海　
　

高
橋
信
子

薔ば

ら薇
の
香
を
封
ぢ
込
め
た
る
雨
斜
め　
　

坂
田
宏
子

道
す
が
ら
高
く
盛
装
桐
の
花　
　
　
　
　

田
坂
淳
子

玉
太
り
良
き
玉
葱
を
収
穫
す　
　
　
　
　

髙
塚
啓
子

ど
く
だ
み
の
花
清
純
と
思
ひ
け
り　
　

塩
見
眞
由
美

竹
筒
に
紫
陽
花
を
挿
す
柱
は
し
ら
か
け掛　
　
　
　

越
智
富
美
子

紫
陽
花
の
小
雨
に
楚そ

そ楚
と
色
を
増
す　
　

越
智
幸
子

　
川
　
柳	

　
　
　
　
　

金

子

一

孝

選

負
け
ま
し
た
で
も
頑
張
る
ぞ
草
む
し
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
井
マ
サ
コ

愚
痴
一
つ
こ
ぼ
さ
ぬ
母
に
皺
の
数　
　
　

桑
原
冴
子

人
と
人
ほ
ど
よ
い
距
離
に
い
て
涼
し　
　

菅　

正
子

共
に
老
い
生
き
た
証
し
の
八や

そ

じ

十
路
坂　
　

近
藤
忠
夫

親
戚
の
揉
め
ご
と
逃
げ
る
八
十
歳　
　
　

真
鍋
正
利

点
滴
と
に
ら
め
っ
こ
し
て
夏
が
来
る　
　

三
谷
福
美

わ
が
庭
の
地
味
な
紫
陽
花
愛
で
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
ト
シ
子

外
堀
を
埋
め
て
も
名
前
出
て
こ
な
い　
　

白
石
清
一

　
短
　
歌	

　
　
　
　
　

田

坂
　

幸

選

涸
れ
谷
の
岩
根
の
面お
も

に
彫
ら
れ
た
る
菩
薩
の
像
の
輪

郭
薄
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

余
吾
秀
利

雨
含
む
花
弁
の
重
さ
に
耐
へ
て
立
つ
花
菖
蒲
は
も
四

日
の
命　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
伯
利
枝

濃
い
ピ
ン
ク
の
花
柄
厚
底
サ
ン
ダ
ル
を
履
い
た
ら
誰

に
会
い
に
行
こ
う
か　
　
　
　
　
　
　
　

塩
出　

怜

又
吉
さ
ん
芥
川
賞
候
補
な
り
お
笑
い
や
め
て
転
職
し

ま
す
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
鍋
生
朝
子

初
音
か
と
思
ふ
程
澄
む
う
ぐ
ひ
す
の
声
を
聞
き
つ
つ

朝あ
さ
げ餉

と
り
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
ト
シ
子

床
を
這
ふ
長
き
百む
か
で足

を
ス
リ
ッ
パ
で
退
治
を
し
つ
つ

手
を
刺
さ
れ
た
り　
　
　
　
　
　
　
　

日
和
佐
彌
生

サ
イ
パ
ン
で
命
果
て
た
る
父
の
年
は
る
か
に
越
え
て

我
は
古
希
過
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
温
子

密
柑
の
花
香
り
雑
草
茂
り
た
る
野
辺
の
小
道
よ
田
滝

の
辺
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
鍋
正
利

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
　
作
品
募
集

　

作
品
は
、
読
み
や
す
い
書
体
（
楷か

い
し
ょ書
等
）
で
作
成
し
、

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に
は
ふ
り
が

な
を
振
り
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
毎

月
１
日
ま
で
に
担
当
課
へ
郵
送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先　

　

〒
７
９
３
―
８
６
０
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明
屋
敷
１
６
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西
条
市
役
所　

広
報
広
聴
課　

広
報
係

　

℡
０
８
９
７
―
５
２
―
１
２
０
４
（
直
通
）
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▲ニック・ワード
（元西条東中学校
　外国語指導助手）

　　　　　　　　　　　　　　　　西条の皆さんへ

　　　　　　　　　　　　　　　　　お久しぶりです。帰国して約１年経ちましたが、とて        

                                も良いことがありました。私は日本にいる時からＩＴ関

　　　　　　　　　　　　　　　　係の仕事をすることが夢でした。帰国後しばらくは留学

生に英語を、ニュージーランド人に日本語を教えていましたが、ついに夢が実現しました！

　７月６日からニュージーランドの首都ウェリントンで１カ月のトレーニングを受けた後、

地元クライストチャーチに戻ってＩＴの仕事に就くことになりました。本当に嬉しいです。

　ニュージーランドに戻って良いことがたくさんありましたが、西条のことをよく思い出し

ます。初めは西条に１年間だけいる予定でしたが、楽しくて滞在を延ばし続けて３年になり

ました。３年間いろいろありました。職員室によく会いに来た中学生は、大学生になりまし

た。友達が結婚しました。結婚式にも行きました。友達も赤ちゃんができました。バスケッ

トボールをはじめました。祭りは３回体験できました。

　今年の１月に出張で２週間くらい東京の杏林大学に行き、その後、運よく西条にも行くこ

とができました。友達や、生徒たち、先生たちにも会え、よく行ったレストランと居酒屋に

も行けました。西条は私の第二の故郷だから、また何度でも戻りたいです。

　これから新しい仕事が始まりますから、次に西条に行ける機会はまだわかりませんが、絶

対また皆さんに会いに行きます。

ニュージーランドからの手紙.109


